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ターブル ・ ロンド  「今、フランス語フランス文学とは」 

 Que faire a près le 11 mars  ? 

ñ Compte rendu de la table ronde « La langue et la littératre françaises devant la 

catastrophe  » (Université Hitotsubashi, Tokyo, 29 mai 2011)  

 

11 mars 2011. Vingt -cinq mille morts et disparus.  

Séisme - tsunami  - accident nucléaire  à la centrale de Fukushima . Lõimp ensable sõest produit, 

et nõen finit pas  de secouer nos consciences. 

Certains dõentre nous ont d¾ d®plorer la disparition brutale de jeunes ®tudiants, dõautres ont 

dû endurer le spectacle de leurs villes natales englouties sous les flots et sous les décombres.  

Nous, chercheurs et enseignants japonais de langue et de littér ature françaises, sommes 

encore anéantis, impuissants devant ce sinistre qui nous dépasse.  

Que faire donc, sinon esquisser timidement un geste de solidarité en proposant un don 

dõargent, en exp®diant des vivres et des v°tements ou en sõimaginant partir pour la côte 

dévastée une pelle à la main  ? 

Cette  catastrophe nationale nous interpelle et nous interroge sur notre raison dõ°tre. 

Entre un afflux inédit dõinformations et une insidieuse désinformation qui ne dit pas son 

nom, notre position  de littéraire s nous permet-elle de penser lõavenir autrement que ne le 

font les techniciens de la reconstruction , et dõinventer de nouveaux horizons  ? 

Que pouvons-nous faire pour transformer ce désastre en un véritable événement fondateur 

pour une  nouvelle société japonaise ? 

Une table ronde nous a r®unis le 29 mai ¨ Tokyo, lors dõun congr¯s de la SJLLF, pour 

partager nos inquiétudes et nos espérances.  

Le débat est lancé.  

http://free-photo.gatag.net/2011/03/15/230000.html


Le débat est lancé ! 

 

司会者とパネリスト  modérateur et panélistes  

 

（ 向って左から  de gauche à droite ） 

月村辰雄（東京大学）  Tatsuo T SUKI MURA, Université de Tokyo  

   古石篤子（慶應義塾大学）  Atsuko KOISHI, Université Keio  

      吉川一義（京都大学）   Kazuyoshi YOSHIKAWA, Univ ersité de Kyoto  

        柏木隆雄（大手前大学）  Takao KASHIWAGI, Université Ohtemae 

          宮下志朗（放送大学）  Shiro MIYASHITA, Open University  of Japan 

 

 

2011 年 5 月 29 日（日）、一橋大学国立キャンパスにおいて、日本フランス語フランス文学会2011 年

度春季大会の一環として、ターブル・ロンド「今、フランス語フランス文学とは」が開催されました。今ま

で、大会ではフランスから研究者を招き、特別講演を行うことが恒例となってきましたが、今回は、3

月 11 日の東日本大震災による福島第 1 原発事故のため、招聘者が来日を中止する事態となりまし

た。そのため、代わりに急遽企画されたのが、このターブル・ロンドです。 

 

テーマとして掲げられたのは、今、私たちが直面している緊急の課題です。すなわち、フランス語フラ

ンス文学を専門とする教員・研究者が、その専門の立場から日本が遭遇したこの未曽有の大災害を

どう見つめ、今、この状況下でフランス語フランス文学の研究・教育に当たることの意義をどこに見出

すか、という問題です。 

 

会場となった本館 3 階の大教室には、大雤の日曜早朝にもかかわらず、200 名を超える参加者が集



まり、このテーマに対する関心の広がりを如実に示すものとなりました。震災下という異例の状況に

おける、異例の大規模な集まりとして、会場には静粛にして真剣な空気が漂っていました。 

 

このターブル・ロンドの詳細な報告は、来年3 月刊行予定の本学会誌第１００号に掲載される予定です

が、それに先立ち、以下に部分的ながら参加者の発言と会場の雰囲気を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  



司会  

月村辰雄 （東京大学） 

     

          

 

 

 

 

                

 

義捐金やボランティアの肉体労働を

提供する以外に、私たちに何ができ

るだろうか。 

 

1755 年のリスボン大地震のあとヴォ

ルテールが書いたように、自分の庭

を耕すことが私たちにできる最大

の貢献かもしれない。 

 

厳しくなる経済状況の中、この先、

大学教育、特にフランス語・フランス

文学教育にどのような試練がもた

らされるかを考えなくてはならな

い。 

 



                       吉川一義 （京都大学） 

         

 

                                

  

 

3 月 11 日以降、 

テレビに釘付けになり、 

悲惨な現実を前にして、 

文学がいかに無力かを 

思い知らされた。 

人生でこれほど泣いたことは 

なかった。 

 

日本のマスコミの報道と欧米の報道は乖離していた。震災前の原発のずさんな管理や事故後の放射能の拡

散予測を伝えたのは、日本のマスコミではなく、ルモンドやニューヨークタイムズだった。日本での報道は戦

時中の大本営発表さながらだった。専門家に独自の情報発信の自粛を呼びかける学会もあった。大地震・津

波・原発事故が教えてくれたのは、日本における情報の単一化と貧困化の危険ではないか。外国語の教員と

して、別の情報、別の考え方があることを若い世代に伝えていく意味は益々大きくなる。 

 

とは言え、より重要なことがある。古典的学問を否定し大学の研究・教育を実利的なものにしていこうとする

圧力は今後一層加速されるだろう。しかし、すべてを想定できると考え自然をコントロールし、経済の発展に

寄不しようとした科学技術がいかに丌完全かが、今回明らかになった。自然にせよ社会にせよ人間にせよ、

想定外の謎に満ちている。それらと向き合い闇の中を手探りするのが文学ではないか。 

 

われわれの仕事は、震災からの復興に直接役立たないかもしれない。しかし、役立たないからこそ見えてく

るものがある。私が流した涙の秘密について明快に教えてくれたのは、『失われた時を求めて』のフランソワ

ーズの涙をめぐる記述だった。プルーストが言うように、何であれ、知性を深く働かせる仕事をするなら近づ

けるものがあるのであり、震災後も文学の教える真実に変わりはない。 

 



柏木隆雄 （大手前大学） 

 

 

  
 

今年も 3 月２０日ごろパリに行き、公共放送フランス２の報道を見た。日本の報道とまったく異なり、非常に

主観的だと思った。しかし、それが2 ヶ月後の今、現実のものになってきている。 

ルモンドには、今の日本には1945 年以前の言論統制と同様のものがあるというレポートさえ掲載されて

いた。 

 

渡辺一夫は著作集に収録された 1946 年の短いエッセイの中で、当時の地震学者が「たとえ地震予知が

可能であっても発表できない、なぜなら、社会悪が生まれるから」と述べたことを証言している。彼が指

摘した情報の隠蔽は、現代の日本における原発をめぐる報道と通じるところがある。 

 

今、日本の仏文学会では、若手研究者のフランス語能力が以前よりはるかに高まり、研究成果も目覚まし

い。にもかかわらず、大学におけるフランス語フランス文学研究の地位は低くなっている。その理由のひと

つは、あたかも原子力の研究のように研究が高度に専門化しすぎていることではないか。ひたすら細か

い議論が展開されていて、著者自身が楽しんでいる様子や一般の文学愛好家への語りかけが欠けている

ことではないか。 

 

韓国の学会を訪れた時、私は、研究者たちが歓びを持って研究し発表をしていること、聞いてほしいとい

う熱意をもっていることを感じた。私たちも、伝えるということの意義を取り戻したい。 

 

16 年前の阪神淡路大震災のとき、パリ

から帰ると、四方の家々はすべて壊れ

ていた。関西の大学はみな被災し、同

僚の教員も亡くなった。私もポリバケ

ツを持って給水に行く毎日を経験し

た。今回の震災では、幸い亡くなった

教員はいなかった。しかし、散乱した図

書の片づけをはじめ、後始末の苦労は

いかばかりかと思う。 

 



 

                                      

 

 

 



宮下志朗（放送大学） 

  
 

仏文の構造的タコつぼ化は仕方がない。留学して博士論文を書かなければ職がない、という状況は仕方

がない。しかし、そのことと文学というものがつながらないと意味がない。 

フランス文学の歴史的名訳も今の若い世代には読めなくなっている。彼らに読める新しい翻訳を出すこ

と、ルネッサンス文学史を出すこと、それが私にできることだと考えている。 

 

駒場では 20０7 年に初習外国語としてイタリア語を加え、専任教員を迎えた結果、フランス語の専任教員

のポストが削減された。しかし、ヨーロッパの古い人文学を守るためにはむしろ良かったと思っている。実

学系の英語、中国語に対抗していくためには、フランス語はむしろ、ヨーロッパの古典学と手を結ばなけれ

ばならない。 

               
          

    

大地震、津波、原発事故を前に、私は1

カ月の間、無力感にうちひしがれてい

た。 

2 万 5000 人と伝えられた死者・行方丌

明者の中に、直接自分と関わりのある

者がひとりもいない、ということ、あの

地方にとって自分が無縁な存在だっ

たと気づいたことがむしろ苦しみだっ

た。 

 



小中高と 7 年間仙台で過ごした

私にとって、仙台は第二の故郷

だ。しかし、それを越えて今回の

震災は、今まで私がしてきたこと

は何だったのか、という存在論的

な意味の問いを投げかける。 

 

古石篤子（慶應義塾大学） 

 

 

震災をきっかけに何かが大きく変わった。チェルノブイリ原発事故が間接的にペレストロイカに結びついた

ように、3.11 も日本を大きく変えるだろう。この機会に、わが国における言語教育をあらためて問い直し

てみたい。 

 

日本の外国語教育は「構造的丌況」の中にある。それは、明治以来の英独仏トロイカ体制の無反省な継承

が英語の一極集中化を招いたこと、そして教える者のプロ意識の欠如に主に起因する。 

大学で外国語を教える者は、専門研究と外国語教育という自らの職業のダブルメジャー性に自覚的でな

ければならない。 

 

英語の社会的ニーズが高いと言われるが、ニーズとは作られるものだ。産業界の論理が教育界を動かし

ているが、「お金」の論理に巻き込まれずに、その領域独自の論理を作り上げることが喫緊の課題だ。 

 

              



 

 

 

教育の世界では教育の論理が優先しなければならない。健全な批判精神をもった人間を育てること、教

育を社会の常識を再生産する場ではなく、新たな価値を作り上げていく場とすること。それが私たちに

求められている。外国語教育もその中に位置づけられるべきだ。 

 

ヨーロッパでは、外国語教育は、他者理解をとおした重要な平和教育の手段と位置づけられている。その

ために、義務教育終了までに、母語のほかにふたつの言語を学ぶことが方針として定められている。欧州

評議会が言語教育の方法論をリードし、複言語主義と複文化主義のもとに「ヨーロッパ言語共通参照枠」

が作られていることは注目に値する。 

 

わが国の外国語教育も、母語教育と両輪をなすものとして進められなければならない。他者理解と健全

な批判精神と分析的にものを見る力の育成は言語教育をつうじてこそなされうる。 

 

川田順造氏が言うように、文化には三点測量が必要だ。二者択一ではなく、多方向的にものを見る目を

養うには、母語の他にふたつの言語を学ぶ必要がある。そこから私は、中等教育への第二外国語の導入

を提唱している。大学でも、英語をア・プリオリに第一外国語とすることを廃止するよう、声を大にして訴

えたい。完全自由選択制にしたうえで、専門と結びついた内容重視の外国語教育を推進したい。環境さえ

整えば、すべての若者たちが外国語の学習に目を輝かせるだろう。 

 

             

英語一極集中が良くないように、              語学教師としてプロ意識をもつということは 

フランス語教育はこうあるべきという            画一的に教えるということではない。 

一極的な考え方も良くないのではないか？          情熱を持って何かを伝える授業ができればよいが、 

教える者それぞれに個性があり、              そうでなく、材料をどう料理するかも分からないと 

そこから学ぶ者に何かが残ればよい。           授業はたいてい破綻する。 



会場からの発言と証言 

 

 

大谷尚文（石巻専修大学） 

 

かつて理解できなかった、大戦後の引揚者である両親の苦労話。 

それを私はこの大震災の被災をとおして初めて理解した。 

家を流され、ひとり立ちすくむ人の姿。 

そのイメージに胸打たれる私もまた「フランソワーズの涙」に似た体験をしているのだと今気づく。 

 

私の大学でも在校生 7 名が亡くなった。その中には教え子もいる。両親を失った教え子もいる。 

石巻市の大川小学校では児童の７割が津波にさらわれて亡くなった。 

川をはさんでその向かいにある村の小学校では、裏山に駆け登って助かった子どもたちが今、 

水を見ることができない状態にある。 

 

復旧、ということをずっと考えている。 

フランス文学の本を読んだり、研究したり、人と語ったりしたかつての日々を取り戻したい。 

しかし、無我夢中になって元に戻した家は４月７日の余震で再び崩れてしまった。 

そのとき、初めて目が覚めた。自分はいったい何をしていたのだろう。 

あの人もこの人も、隣人たちがみな亡くなった。今、私の頭の中にあるのはそのことだ。 



小林文生（東北大学） 

 

 

東北大学では、２名の学生が亡くなった。 

５月９日に授業が始まる前、 

私はいつもの新学期のように学生たちに笑顔を見せることは出来まいと思っていた。 

ところが、教室に集まった彼らを見て理解した。彼らは授業開始を待ち望んでいたのだ。 

震災の中でも、彼らは、知らない言語を学び、異文化を知りたい、教養を身につけたいと強く望んでいる。

これを生かさないわけにはいかない。 

私たち被災者は物質的なものだけを求めているのではない。 

傷ついた心は元に戻すことはできない。 

変化として受けとめ、プラスの方向にもっていくことしかできない。 

そこで言葉と文学は大きな力をもつ。 

それは、目に見えない自分や、 

震災で失われた目に見えない最も大事なものを可視化する営みであるからだ。 

今ほど、言葉と文学の力が求められているときはない。 

今すぐ被災地に行き、文学作品を勧める、ということではない。 

長い時間の中で言葉と文学に接していくことで人間は強くなる。 

本とペンと紙と頭さえあれば、私たちには何かができる。 



山崎冬太（東北学院大学） 

 

 

 ∞ Ⱳꜝfi♥▫ 

私の大学にも、数名の学生の死者、行方丌明者がいる。 

家屋や家族を失った者も多い。    

 

その中で、３月２９日に「災害ボランティア・ステーション」を設置し、 

学生を被災地ボランティアに送り出している。 

被災した子どもたちの勉強をみる、遊び相手、話し相手になるなど、 

教育支援をしている。 

また避難所へ行き、国語辞典や文具を配布している。 

 

マスコミで取り上げられ有名になった町には 

全国から置き場に困るほど物資が送られてくるが、 

報道されないところは物資が丌足しているので、 

足りない地域に運びこむなどの活動もしている。 

 

一昨日、東北学院に全国から１０大学が集まり、 

大学間連携でボランティアを行なうための会議を実施した。 

今後、学生たちを連れて被災地でどんな活動ができるかを探っている。 

各大学でも、学生がボランティア活動に参加する場合、 

是非、理解をお願いしたい。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学間連携ボランティア 

   参加大学 



 
 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Le d®bat reste ouverté 

 

 

以上、震災とフランス語・フランス文学研究・教育のあり方をめぐる

ターブル・ロンドの報告をお伝えしました。 

 

会場からは、このほかに、「学会誌のあり方を考え直す必要がある、

学会誌をデータベース化して一般に公開し、論評や質問の投稿を

受け付けてはどうか」との意見も提出されました。 

 

また、閉会の前に、パネリストから、 

「こうした議論を今後も継続できるような場を学会ホームページ

上に設けてほしい」との要望がありました。 

 

この要望を受けて、学会ＨＰを管理運営する常任幹事会および広報

委員会では、目下、実現のための最良の方法をさぐっています。 

 

現状では、学会のサイト上に直接フォーラムを開設することには 

困難が伴いますが、 

会員の中に、自らのサイト上でこのテーマをめぐる 

フォーラムを主催できる方がおいででしたら、 

学会ＨＰからそのサイトにリンクする形で 

議論の場を設けることができます。 

 

協力のご用意がある方は学会事務局までお申し出ください。 

 

    日本フランス語フランス文学会 常任幹事会 

 


